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研究実績 

の概要 

誘電体格子の散乱問題に対する解析算法として，全領域における電磁界成分を空間高調

波展開によって表現し，行列固有値計算と線形方程式を用いて数値解を得る算法を提案し

てきたが，電磁界の展開項数に関する数値解の精度については極めて難しい問題であり，

最終的な数値結果である回折効率の収束を確認してきた．    

本研究では，行列固有値計算を用いる数値算法が，エネルギーバランスや相反定理を満

足することを示し，数値解析の精度を相反性定理により評価することを検討した． 

誘電体格子において成立する相反定理を図に示す．xy 平面に誘電体格子が配置されて

いるものとし，入射角θで平面電磁波が入射する散乱問題を考える．図 (a) と (b) の回折

効率が等しい反射波の相反性だけでなく，図 (a) と (c) の回折効率が等しい透過波の相

反性を導出した．計算機による数値計算では，展開項数は有限なため，本来ゼロである相

反性に誤差が生じるため，反射回折効率の差，透過回折効率の差を，本算法の精度の指標

（確からしさ）に使えることを数値計算により提案した． 

(a) Case 1                  (b) Case 2               (c) Case 3 

図   誘電体格子における相反定理 
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